
平成19年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）の５ 

平成19年６月12日（火） 

                                           

（午後２時15分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番12、７番 中谷和史君。 

〔７番（中谷和史君）登壇〕 

○７番（中谷和史君）７番 中谷和史です。

ただ今、議長のお許しをいただきましたので、

通告に従い一般質問を行います。何分新人で、

初めての議会での一般質問となりますので、

間違いや不適切な発言、失礼等ございました

らお許しいただきますようよろしくお願いい

たします。 

 私は、今まで青少年育成団体や商工会議所

の活動を通じ、まちづくりや商工業の活性化

の政策提言を行い、また行政の行事にも積極

的に参加してまいりました。そんな中、橋本

市発展のため、より積極的に参画していきた

いと思い、今回の選挙に出させていただきま

した。幸い大きなご支持を賜り、この場に押

し上げていただきました。――――――――

――――――――――――――――――――

―――――――――――――――――――― 

 私は、今回の選挙を通じ、住み良いまち橋

本の実現をメーンテーマに掲げ、六つのサブ

テーマも提唱してまいりました。本日与えて

いただきましたこのような場を通じ、住み良

いまち橋本の実現のために努力してまいりま

すので、ご協力のほどよろしくお願い申し上

げます。 

 さて、前置きが長くなりましたので、早速

質問に入りたいと思います。３項目９点の質

問を事前通告していますので、順番に従いお

伺いいたします。 

 まず１項目め、構造改革特別区域法の利用

による地域活性化についてお尋ねいたします。 

 地域おこしの起爆剤として平成14年12月18

日公布されたこの法律は、その目的として、

地方公共団体の自発性を最大限に尊重した構

造改革特別区域を設定し、当該地域の特性に

応じた規制の特例措置の適用を受けて、地方

公共団体が特定の事業を実施し、またはその

実施を促進することにより、教育、物流、研

究開発、農業、社会福祉、その他の分野にお

ける経済社会の構造改革を推進するとともに、

地域の活性化を図り、もって国民生活の向上

及び国民経済の発展に寄与することを目的と

するとあります。すなわち規制緩和による地

域の活性化であります。 

 今日、地方財政は国の財政構造改革の中で

極めて重要な位置を占めているにもかかわら

ず、補助金、地方交付税、税源移譲の三位一

体改革をめぐる論議が迷走している感は否め

ず、新たな地方財源の姿を描き出せずにいる

と思われます。しかも、その間、地方財政悪

化には歯どめがかからず、地方債の残高は普

通会計ベースで201兆円とも言われておるよ

うであります。私は、このような危機的な財

政状況を乗り切るためには、積極的に知恵を

出さなくてはだめだと思います。そういう意

味においても、この特区制度は非常に有効な

手段であると考える次第です。 

 今年３月末までの時限立法だったこの制度

が５年間延長されました。国も再チャレンジ

を認めることで、もう一度地方を活性化させ

ることに本腰を入れているのだと思うわけで

あります。 

 私は、今回のこの質問を行うにあたり、制

度が始まってから旧橋本市議会の議事録や旧

高野口町の議会だよりなどをホームページか
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ら熟読とまではいきませんが一通り目を通さ

せていただきました。その中で、先輩議員の

皆さんが質問されておられるのは、あやの台

の幼保一元化施設の特区、教育特区、福祉移

送サービス特区でありました。無論、これら

はいずれも重要な施策であることは言うまで

もありませんが、今、再び訪れたこのチャン

スをもっとさまざまな分野で知恵を出し、活

力あるまちづくりを進めてはどうかとの思い

から、次の５点について質問を行います。 

 １点目に、この構造改革特別区域法が施行

されてから、本市が特区申請についてどのよ

うな施策に取り組まれたのかを旧橋本市、旧

高野口町別にお教え願います。 

 ２点目に、その取り組まれた成果はどうで

あったのか、また十分であったのか不十分で

あったのか、あるいはこうすればできたとか、

ここに問題があったからできなかったとか、

いわゆる総括はどうであったのかご開示願い

ます。 

 ３点目に、同法が５年間延長されましたが、

本市として今後どう取り組まれる方針である

のか、活用の予定なりお気持ちがあるのかお

伺いいたします。 

 さて、少し方向が変わりますが、昨年、市

内商工業の活性化を担う橋本商工会議所が中

心となって、県、市や和歌山大学やＪＡ農協

さまなど、ご協力を賜り、地域資源∞全国展

開プロジェクト委員会を立ち上げ、この地域

の観光資源や潜在力について研究いたしまし

た。その結果をまとめ、この３月に市長さま

あて提言として報告冊子をお届けいたしまし

た。その中では、農産物をはじめ地場産品の

直売所を持ち、周辺観光の中継点となるよう

な道の駅設置や観光資源の活性化を推進し、

通過するまちから目的地として来てくれるま

ちの実現などをご提案いたしました。本質問

の構造改革特区を活用すれば、速やかな事業

展開が可能であろうと考えます。 

 そこで４点目に、今、申しましたような道

の駅などへの利用取り組みの企画なり予定を

お教え願います。 

 ５点目といたしまして、今、市長をはじめ

皆さまが熱心に取り組んでいます企業誘致な

ど、市の財政健全化の一助として、観光資源

活性化にとどまらず、橋本市の景気活性化の

ためにも、この特区法を活用すべきと思いま

すが、そのあたりのお考えをお聞かせ願いま

す。 

 次に、２項目めといたしまして、選挙期間

中の本市職員組合さまからのアンケートにも、

少子高齢化対策についての質問があり、市職

員の皆さまも熱心に取り組んでおられること

に感激したところでありますが、少子高齢化

問題の、特に安心の出産と子育てについて質

問いたします。 

 １点目、妊娠初期の段階から、子育て前期

の母子のために母子健康センターがあると思

いますが、母子健康センターの事業と活用に

ついて、あるいはどんな取り組みをされてい

るのかお教えいただきたい。 

 ２点目として、利用者の大半が出産間近の

妊婦さん及びギャング世代までのお子さんを

抱えた母親だと認識していますが、今の立地

を見ていますと、安全性と利便性が十分確保

できているとは言いにくいと考えますので、

本当に利用者の立場で、目線で運用を考えて

おられるのかお尋ねいたします。 

 ３点目に、新市まちづくり計画の重点施策

の最初のところに、保健福祉センターの建設

がうたわれ、詳細の中で、子育て環境の整備、

細目に子育て総合支援が入っていますので、

当然、母子健康センター事業の移行は考えら

れていると思いますが、時期などについてお

教え願います。 

 次に３項目め、大滝ダムの地滑り対策追加
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負担金についてであります。橋本市制52年で

あります。その７年後の1962年に、ダム工事

着手以来、工期延長期限の2012年を迎えると、

半世紀、ちょうど50年であります。その長い

時間を経てもなお本格運用が危ぶまれるこの

ダムは、過去幾多の紆余曲折があったことは

新聞紙上でも幾度となく報じられています。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）７番 中谷和史議員の

一般質問にお答えをいたします。 

 大滝ダム地滑り対策の追加負担についての

今後の取り組みと歯どめについて、私から申

し上げます。今回の大滝ダムの建設に関する

基本計画の変更については、既に新聞等の報

道によりまして、議員ご承知のこととは存じ

ますが、事業費については約160億円増加の、

総額にいたしまして約3,640億円に達し、工事

については３年延長の平成24年度に変更され

ることとなっております。 

 このような状況の中、本年２月の新聞報道

では、追加負担の可能性について示唆され、

本年５月11日付の記事では、具体的に本市の

追加負担金が約４億6,000万円であると報じ

られています。こんな記事が紙面に躍ります

と、一体どうなってしまうのだろうという住

民の声が出るのはごく当然のことであり、私

のところへもそのような声が寄せられていま

す。2004年にも事業費の追加負担を求められ

ており、この際には本市議会でも議論された

ようでありますし、本年３月議会においても

厳しい議論があったことは議事録等である程

度承知しているつもりですが、新聞紙上では、

県の担当者が「法で定められている以上、仕

方ない」と、あきらめ的なコメントが掲載さ

れ、先日の６月１日には、知事が「協力をせ

ざるを得ない」旨のコメントをしているのを

見ると、本市財政が危機的状況にある中、非

常に危機感が募ります。この追加負担金につ

きまして、要望だけではらちが明かないこと

は過去の経過からしても明らかであり、今後

のことに絞り、１点だけお尋ねいたします。 

 ここで簡単に経過のご説明をいたしますと、

平成17年度に貯水池斜面再評価検討委員会が

設置され、さらなる調査をする中で、平成18

年10月、白屋地区以外にも大滝地区、迫地区

にも地滑りの危険性があり、何らかの対策が

必要であるとの確認がなされました。このこ

とを受け、平成18年11月29日付で、橋本市長

及び和歌山市長の連名で、冬柴国土交通大臣

あてに「利水者としての大滝ダムの前回の第

５回基本計画変更時の意見のとおり、これ以

上の新たな負担のないことを切に要望いたし

ます。」といった内容の文書を提出しておると

ころであります。 

 その後、平成18年11月に貯水池斜面対策検

討委員会が設置され、国土交通省が地滑り対

策候補３案を示し、この３案のうち最適案を

確認されたところであります。なお、この基

本計画が変更されれば、橋本市の負担額は追

加事業費の2.9％でございまして、約４億

6,400万円の負担増となってまいります。 

 今後の取り組みと施策の方向性、及びさら

なる追加負担抑止のための歯どめの対策につ

いてお示し願います。 

 以上、３項目９点のお伺いを申し上げ、１

回目の質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

 ところで、今回の基本計画の変更について、

報道によりますと、仁坂県知事は、「治水なの

でどうでもいいとは言えない。地滑りが起き

るなら協力せざるを得ない。」との考えを示し

たとのことであります。本市といたしまして

も、財政上大変苦しいところではありますが、

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君の一

般質問に対する答弁を求めます。 

 市長。 
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利水者といたしまして共同事業者との考え方

から、国から負担金の請求が届けば、やむな

く支払わざるを得ないこととなってまいりま

す。 

 しかしながら、平成19年５月24日付で、国

土交通大臣からの大滝ダムの建設に関する基

本計画の変更についての紹介が届いておりま

して、これに対する意見書の取り扱いについ

ては、同じ利水者である和歌山市と連携をと

りながら慎重に対応してまいりたいと考える

とともに、機会があるごとに関係省庁に今後

のこういう負担がないよう強く申し入れをい

たしておるわけでございまして、例えば、私

といたしましても、到底これの負担には耐え

られないといたしまして、先日６月５日に国

土交通省本庁の河川局の治水課へ参りまして、

約１時間相当議論をし、強い要請を求めてお

るところでございますが、決定的なご回答は

ないわけでございまして、物別れということ

で帰ってきたところでございますが、続いて

６月７日に近畿整備局河川部長が市のほうへ

参られまして、これのお願いということでご

ざいました。私といたしましても、水道部長、

関係職員が何人かと１時間相当話を聞かせて

もいただき、その内容たるものがもう既にわ

かっておるわけでございますけれども、ただ

国土交通省の近畿整備局といたしましても、

ひとつご理解とご協力をいただかなければい

けないということで、その日も話し合いが物

別れになっているわけでございますし、我々

といたしましても、議会ということに鑑みて、

このことについては納得できる話を聞かせて

もらわないと、とても承服できないという詰

め方をしておるわけでございますが、なかな

かいい名案がございませんで、この６月22日

でございますが、全員協議会をお持ちいただ

いて、そこでも十分その経過説明をさせてい

ただくというところまで参ってございますの

で、十分な答弁にはならないわけであります

が、ひとつご理解とご協力をいただかなけれ

ばならないというところまで来ておることは

確かでありますので。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）構造改革特別区域

法利用による地域活性化についてのご質問に

お答えいたします。 

 １点目の構造改革特別区域法が施行されて

から本市が取り組んだ施策についてですが、

旧橋本市においては、子どもを産み育てやす

い環境づくりをめざし、同じ地域に住む子ど

もたちが均等な養育を受けられるよう、幼稚

園と保育園の良いところを生かしながら合同

保育する幼保子育て特区として、幼保一元化

施設ムーミン谷こども園を開設いたしました。 

 旧高野口町においては、この法律に基づい

た事業は行っておりません。 

 取り組んだ成果と総括については、この施

設の開設によって、新たな子育て支援機能と

しての朝夕の延長保育、保護者の病気などで

一時的に保育が必要なときに利用できる一時

保育、家庭保育児と保護者を対象に育児相談

や集団活動体験ができる地域子育て支援セン

ターや、病後回復期で集団保育の困難な幼児

を専用室で保育する病後児保育などを導入し

子育て支援をし、市民の皆さまから高い評価

を得ているところでございます。 

 こうした中、国においても就学前の教育・

保育を一体として捉えた一貫した総合施設の

設置の検討と準備作業が進められ、就学前の

子どもに関する教育・保育等の総合的な提供

の推進に関する法律が平成18年10月から施行

され、認定こども園の認定制度が設けられま

した。先日の全員協議会においてご説明させ

ていただきましたように、本市においてはこ
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うした取り組み経過を踏まえ、今後、幼保一

元化施設の整備を進めていくこととしており

ます。 

 ３点目の構造改革特別区域法が延長された

ことで、本市の今後の取り組みについてです

が、認定申請期限が平成24年３月31日まで延

長され、あわせて規制の特例措置の追加も行

われております。現時点においては特区の活

用について、具体的な活用の予定はありませ

んが、法が延長されたこの機会を捉え、企業

誘致など、本市の核となる事業においてその

活用を検討・研究してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（上田敬二君）登壇〕 

○健康福祉部長（上田敬二君）母子健康セン

ターについて、その現状は十分に認識してい

るところです。 

 この施設は昭和44年に建築した建物であり、

その後、大規模住宅開発などにより人口が増

加する中で、予防接種や健康診査も増加して

きたことから、整備について鋭意改善に努め

てきましたが、機能的に限界があり、施設近

くの駐車スペースが少ないことや、急な傾斜

の進入路も改善課題となっております。この

ことを緩和するために、橋本市消防庁舎の南

方に母子健康センター利用者用の第２駐車場

を設け、「広報はしもと」でも毎月駐車位置を

お知らせしているところでございます。 

 このような状況の中で、現在、乳幼児健康

診査、１歳８カ月健康相談、三種混合及びポ

リオの予防接種は、それぞれ母子健康センタ

ーと橋本市産業文化会館アザレアの２カ所に

分散して実施し、１歳８カ月健康診査は産業

文化会館、乳幼児健康相談や３歳６カ月児健

康診査などは母子健康センターで実施してい

るところでございます。産業文化会館は、母

子健康センターと違って駐車場は完備されて

いますので、駐車場に関する市民の皆さまの

苦情はございませんが、事業実施前日の会場

設営の準備や後片づけに大きな労力を要する

欠点もございます。 

 また、事業実施の場所をもっと分散させて

はという議員のおただしでございますが、協

力医師や看護師の確保、そして現在の保健師

等の人員体制では実現は困難な状況でござい

ます。 

 議員ご指摘の状況を根本的に改善するため

には、新市まちづくり計画の重点施策の第１

番目に位置づけられている保健福祉センター

の建設の実現が最善の策でございますが、財

政上の問題もあり、今すぐには実現が困難な

状況にあります。今後も引き続き早期実現に

向け検討してまいりますので、ご理解のほど

お願いいたします。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

〔経済部長（仲 完治君）登壇〕 

○経済部長（仲 完治君）地域活性化のご質

問にお答えいたします。 

 道の駅について、昨年８月から橋本商工会

議所としてプロジェクト委員会を設置し、地

域資源を活用した観光物産拠点施設調査計画

事業に取り組みをいただいたことを、まず感

謝申し上げます。本年３月、市長室にて小川

商工会議所会頭をはじめ、プロジェクト委員

会委員長の中谷商工会議所副会頭より調査報

告をいただきました。調査報告の中で、今後

の課題として、橋本地域観光を地域産業の大

きな柱として育てていく中で、実態はまだま

だ未熟であり、地域の保有する観光資源活用

の環境を充実すべく、調査、企画、実行して

いく核となる組織づくりが現在の重要課題で

あるとしています。今後も行政関係者とも協

働して官民共同施策として進めていきたい。

そのため商工会議所が中心となって検討組織

を継続し、研究していくとの報告をいただい
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ております。いずれにしても、現在の財政状

況では道の駅構想については困難であります

が、道路の整備が進む中での将来構想として

は重要な検討課題であると認識をいたしてお

ります。 

 次に、観光資源の活性化についてお答えを

いたします。従来特区扱いでありました第３

種旅行業者が一定の条件のもとで募集型企画

旅行を実施できるよう、旅行業法の施行規則

が改正され、平成19年５月12日に施行され、

特区申請なしで実施できることとなっていま

す。地域特性を生かした旅行商品を創出、流

通促進し、地域観光を活性化するものであり

ます。この制度改正により、地域の新たな観

光事業の創出、観光を通じた地域の活性化が

期待されます。橋本市を含めた広域のこの地

域独自の魅力を生かした旅行商品、多様な旅

行目的に対応したきめ細やかな高付加価値な

旅行商品の提供が求められている中、地域の

観光魅力を熟知した地元旅行業者と行政が一

体となった関係者間の主体的な取り組みが不

可欠であります。また、地元の観光事業者に

とっては一つのビジネスチャンスであり、観

光資源の活用化を図るものであります。市と

して今後、地元観光事業者と連携を一層密に

してまいりたいと思います。 

 次に、景気活性化の取り組みについてお答

えいたします。橋本市では平成18年度から平

成20年度までの３カ年事業で、厚生労働省の

委託を受け、地域提案型の雇用創造促進事業

に取り組んでいます。パイル織物と紀州へら

竿の地場産業の継承と発展、これら地場産業

の技術を生かした新商品の開発や観光ビジネ

スによる新しい地域産業の創出、地元企業の

底上げをめざして、その実現に向けた人材育

成事業を実施することにより、新しい雇用の

創出を図るものであります。委託事業費は３

カ年で約１億2,000万円、事業目標として事業

期間３年間における雇用者数は120名であり

ます。ちなみに平成18年度の雇用創造事業に

よる雇用実績は目標が31名のところ54名の実

績となっています。ご理解のほどよろしくお

願いいたします。 

○議長（中上良隆君）７番 中谷和史君、再

質問ありますか。 

 ７番、中谷君。 

○７番（中谷和史君）幼保一元化施設等々取

り組まれて、十分成果を上げておられるとい

うことのご答弁をいただきました。しかし、

子育て事業以外のことにつきましては、今は

考えていないということのご答弁だったよう

に思いますけれども、せっかくこの５年間延

長された構造改革特区につきまして、各部あ

るいは各課からの企画なり要望なりを吸い上

げるような場を設定されているのかどうか、

あるいはこの申請につきましては、申請主体

は地方公共団体ということになっております

けれども、提案のほうは民間業者であったり

ＮＰＯであったり業界団体、だれでも提案の

ほうはできるということになっていると思い

ますけれども、その辺のくみ上げの施策につ

いてはどのように考えておられますか。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）去年の３月で切れ

て５年間延長されたということで、その具体

的な取り組みについてはまだやってないわけ

でございますが、よく似た地域活性化、これ

は特に規制緩和ということでのことじゃない

んですけども、昨年度に創設されました総務

省のほうでできました頑張る地方応援プログ

ラム、これは行政サイドのものでございます

けれども、これについて５項目ほど一応登録

というか申請してございます。その中には、

橋本市も元気なまちづくりということで、い

わゆる企業誘致も挙げてますし、少子化プロ

グラム、それから観光振興交流プロジェクト
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ということで、これはやどりを中心とした観

光温泉掘削なんかも入れた中でのものですけ

れども、それも一応エントリーしてございま

す。そのほかには安全・安心のまちづくりと

いうことで、防災無線とか自主防災組織の充

実、それからコミュニティバスもこの中に入

れまして、安全・安心のまちづくりプロジェ

クト、最後に花と緑のリサイクル事業という

ことで生ごみ堆肥化の問題、それからコスモ

ス・菜の花プロジェクト、その他もろもろを

総括して、こういうことで五つのエントリー

をしてございます。そういうことで、この中

で法的に特区を申請していけるものがあれば、

こういうことで考えていきたいというふうに

考えてございますが、この五つは今の市長の

主要施策でございます。ということで、その

ほかにも今のところあるかなとは、募集した

らある可能性もありますけれども、できまし

たらこのような中で考えていきたいと。最初

の答弁でもありましたように、企業誘致関係

で何か特区を申請してメリットがあるような

ものがありましたらというふうに考えている

のが現状でございます。今後、外につきまし

ても、一度そういうことで案内を差し上げて、

何かないかということも募集するようなこと

も考えていきたいというふうに考えてござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 

○７番（中谷和史君）はい、ありがとうござ

います。頑張る地方のあれで申請されている、

幾つかの項目があるということでお伺いいた

しました。また、企業誘致等でこの特区申請

を使えるものがあれば使いたいと。何らかの

記載がなければ使えないわけでありますけれ

ども、ただ、和歌山県のお使いになっておる

部分とかを見ましても、遊休農地活用であっ

たり、グリーンツーリズムの宿泊施設であっ

たり、携帯電話などの通信施設や、橋本市に

おきましては市民病院、ごみの減量、最終処

分場までいろいろ使えるものがあるかなと思

います。 

 市内部での施策として出されるのも大切だ

ろうとは思うんですけれども、民活じゃない

ですけれども、ぜひ民間からのアイデアを募

集されるような施策をとられたらいかがなか

というふうに思いますので、ひとつ今後、広

報紙やホームページで、この特区申請にかか

わるような事業をしたい主体者がないか、あ

るいはアイデアがないかという募集をしてい

ただけるのかどうか、そういうことをお伺い

したい。 

 それから、もし企画部のほうが非常に大変

な状況で課題が多くてということであれば、

こういうまちづくりの特別のプロジェクトチ

ームを機構改革のときにでもつくってみるの

もいかがというふうに思うんでありますけれ

ども、その２点についてお答えいただきたい

と思います。 

○議長（中上良隆君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）先ほど言いました

ように、今のところどないするという考えが

なかったわけでございますけれども、外へも

使えるということも認識してございます。と

いうことで、外への啓発というんですか、い

ろいろなアイデアというのも募集も含めまし

て一度内部的に検討していきたいというふう

に考えてございます。 

 それと、これから企画的なことがかなり重

要な要素の中でウエートを占めてくるという

ことで思ってございます。ということで、組

織の問題もありますけれども、そういうもの

につきましても考えていきたいというふうに

思ってますので、ご理解のほどよろしくお願

いしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 
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○７番（中谷和史君）はい、ありがとうござ

います。そのようにぜひ民間からのアイデア

もとっていただきまして、またそのうちに道

の駅につきましても、いろいろ出てくるかと

思いますけれども、よろしくお願いしたいと

思います。それと、市のホームページがある

わけですから、そこで大いに募集をしていた

だきまして、前向きにやっていただきたい。 

 私も当時、全く若造でありましたので、市

のどの部署にお伝えしたのか、あるいは商工

会議所にお伝えしたのか、今のところ定かで

はございませんけれども、どっちにしても、

それほどの相手にはしていただけなかった記

憶がございます。そうこうしているうちに、

かつらぎの道の駅ができまして、あの道の駅

につきましても、当初なかなか人のトイレを

なぜ世話せないかんのやというようなことで、

地元の人もなかなか応募される方がなくて管

理者に困ったという立ち上がりの経緯があっ

たように思うんですけれども、その当時から

橋本市に中継点としての道の駅という要望が

旅行業者の間で大変多いように聞いておりま

す。現在、やっちょんが多分その代役を果た

しておるんであろうかと思いますけれども、

実際に橋本市の観光施策の目玉として、また

世界遺産の高野山へ向けての観光の中継点と

しての道の駅、あるいは地場産品の販売の拠

点としてそのようなことを整備していただく

のが、それが検討のテーブルに乗るのか乗ら

ないのか、再度ご答弁のほうをお願いいたし

ます。 

 それから、まさに特区申請というのは施策

以外の何物でもないので、ぜひ専門プロジェ

クトチームなりを企画部の中にでも機構改革

のときに立ち上げていただきたいということ

をお願いいたしまして、項目の３番まで終わ

って、４番目の道の駅に関して一つ再度お伺

いいたします。 

 今、ご答弁いただきました中には、今後も

商工会議所のほうでも組織をつくって考えて

いかんといかんというふうな提言であったと

いうふうにお伝えいただきましたけれども、

実際に道の駅につきましては、私は十何年前

にも一度ご提案させていただいております。

それは和歌山リゾート博という10年前の行事、

事業でありますけれども、そこの私は青年会

議所をやっておりまして、県の実行委員会の

中にたまたま入っておりまして、二階先生な

んかも一緒だったんですけれども、そのとき

に、ちょうど関西空港が開港する年でありま

して、そこにＪＴＢであるとか松下興産であ

るとか、あるいは国鉄の旅行担当者であると

か、そういう方が関空におりてきた観光客を

和歌浦、高野山、そして吉野から奈良、京都

という観光ルートを組みたいというもくろみ

といいますか、そういう企画がありました。

そのときに観光バスは２時間から３時間の間

に１回トイレ休憩の場所が必要であると。関

空から和歌浦は十分いけると。和歌浦から高

野山へ行くときに24号沿いにどこか欲しいと

いうことであります。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（仲 完治君）道の駅をつくって

いくのか観光物産の拠点をつくっていくのか

と、非常に難しい問題でございます。まず、

商工会議所の調査をいただいた提言の中にも

ございますが、交通アクセスという問題がご

ざいます。ご存じのように私もカーナビを使

ってございますが、カーナビは一度ソフトを

買いますと、新たな道ができますと２年後に

更新されるという状況でございます。これが

更新されますと、新たな道路情報が全国に発

信されます。ご存じのように、高野山へ九度

山から登っていかれますと、ジグザグ八重七

重の道路でございます。もう一方は、かつら

ぎを通ります480号が整備されまして、矢立ま
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でスムーズな道ができてございます。これが

全国に発信されますと、どうもその道路がだ

んだん利用者が増えているようでございます。

橋本市でも、活性化をするためには九度山か

ら高野山の道路を何とかしなければ橋本経由

で行く客が増えてこないというような状況に

なろうかと思います。そうした問題も含めま

して、もう少し道の駅のできる条件としては、

特定交通安全施設等整備事業という採択基準

がございまして、主要な幹線道路のうち夜間

運転、過労運転による交通事故が多発、もし

くは多発するおそれのある路線において、ほ

かに休憩所のための駐車場施設が相当区間に

わたって整備されていない区間というような

定義がございまして、これが道路管理者がパ

ーキングエリアを整備するということになっ

てございます。そうした条件がクリアされな

ければ、道路管理者のほうで、ある一定の範

囲の駐車場、あるいはトイレ、案内板などの

設置をしていただけないということがありま

す。 

 一方、設置する市町村では、文化教養施設、

あるいは観光レクリエーション施設などの地

域振興施設、休憩所、トイレ、駐車場を地元

負担でつくる必要がございます。大きな高野

山へ向かっての観光客を想定する場合、道路

事情、もうじき新たな今年の新版を見ますと、

どうも最近のカーナビではゴルフツアー、ド

ライブ用、温泉旅行用のそれぞれ目的のＣＤ

も発売されてございます。高野山行きのＣＤ

も多分この道が楽だろうというようなＣＤが

一般に販売されて普及されていくということ

になれば、当然橋本市を通っていただくため

には九度山から高野山の道路を観光バスが

悠々と通っていただける道にしてこそ、そう

いう拠点が高野山への観光客への取り込みが

できるのではないかというふうに思ってござ

います。ですから、交通事情も含めた状況と

整備の状況を見ながら、道の駅にするのか、

あるいは観光物産の拠点をつくっていくのか

というのを考えてまいりたいというふうに考

えてございます。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 

○７番（中谷和史君）道の駅にこだわるわけ

ではございませんので、観光物産拠点でも結

構ですけれども、何か考えていただいている

というふうにご理解してよろしいでしょうか。 

○議長（中上良隆君）経済部長。 

○経済部長（仲 完治君）先ほど答弁申しま

した、橋本市の重要課題だというふうに認識

をいたしてございますので、道路事情等も含

めまして、将来構想としては検討してまいり

たいというふうに考えています。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 

○７番（中谷和史君）できるだけ近い将来に

やっていただかんと、橋本市の商店街等々が

疲弊してしまうということでございます。橋

本市の景気活性化のために、ぜひ前向きに、

それこそ道路になりますと建設部長になるの

かな。道路も含めまして、ぜひよろしくお願

いしたい。また企画のほうでもぜひすばらし

い企画を出していただきたいということで１

項目めを終わりたいと思います。 

 ２項目めの少子高齢化対策のことでござい

ますけれども、ご理解してますよということ

でご答弁いただいたわけでございますけれど

も、昨日、同僚議員も言われましたが、ぜひ

出産までに５回の健診を無料で受けられるよ

うにしていただきたい。そのために母子健康

センターを活用していただきたいと。一方で、

予算編成で60億円やの、四、五億円がどない

削れるとかという話の飛び交う中、切実なる

723万円の健診費用が決裁で出ないというこ

とで、ぜひ市長にもお願いしたいですが、で

きれば市長決裁でこの辺のところを見ていた

だいて、１人でも多くの方が少しでも安心し
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て１人でも多く橋本市で産み育てていただく

ために母子健康センターを活用したいと思い

ます。 

○市長（木下善之君）中谷議員の再質問にお

答えしたいと思います。 

 保健福祉センターの建設等々の問題でござ

いますけれども、非常に多くの皆さんから見

通しを明らかにしなさいということも強いご

意見がございますし、去年かおととしでした

か、乳幼児の健診、あれは真夏の時期にやる

んですな。南の堤防のはたのほうから歩いて

くるんですな。小さい子１人が、３歳児の方

が健診ないと思うんですが、腰ひもへつけて

くくっておるんですよ。私の知っとる方でご

ざいますけども、１人は８カ月健診で抱いと

るんですな。抱きもって真夏に傘を持たない

かん。あの姿を見まして、これは本当に海南

も立派なもんできとる、桃山もできとる、内

田もできとる、粉河もかつらぎも紀の川筋沿

線、もう全部保健福祉センターというのは３

階建てとか立派なものができておって、私も

いつもそれをよそへ行ったときに夢見ておる

んですけれども、財政の厳しい状況であるん

ですが、できるだけ子育てという中にありま

して、これは大事なんです。みんなしがんだ

顔をして真夏に国道を渡らんなんでしょう。

それが300人や400人違うんですよね。人数が

多いんです。何日もかかってあれをやるらし

いですけども。それを見たときに非常に責任

を感じてございますので、皆さんの議会のご

同意をいただいて、できるだけ適切な時期に

建設に向けて進めてまいりたいと。年次につ

きましては、きょうは割愛をさせていただき

ます。 

 ただ、その前に改修・改善すべきことがあ

ると。先ほどの非常に難しい坂の話、それか

ら狭い駐車場の話等々ございましたけれども、

その辺のところは改修せずにそのままいかれ

るおつもりでおられるのか、１点お伺いした

いと思います。 

○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）坂の問題、そ

れと駐車場の問題、それと建物の手狭な問題

等々あって、これまで議会でもたびたびご審

議いただき、ご指摘をいただいてきたところ

でございます。曲がりなりにもちょっと距離

がありますけれども、駐車場は一応確保させ

ていただいております。ただ、急な坂道、こ

れにつきましては、両側、それと前面民有地

であったり学校施設であったりしますので、

現状ではこれの改修については難しいと考え

ております。 

 それよりも、合併と同時に重点施策として

浮上してきました保健福祉センター、これに

ついては、計画当初は喫緊の課題であると担

当部では認識しておりまして、今か今かと待

っているような状態だったんですけれども、

ご存じのように財政状況が非常に厳しい、特

に来年はさらに厳しくなる、そういうような

雰囲気の中でありますので、今すぐは無理か

もわかりませんけれども、保健福祉センター、

新築のほうへ集中投資できればと思っており

ますので、よろしくお願いします。 ○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 ○７番（中谷和史君）ありがとうございます。

センターの現状のままの改修は非常に難しい

ということのご答弁でございますので、多少

費用と手間もかかるでありましょうけれども、

隅田には立派な隅田コミュニティセンターが

ございますし、公民館もあるわけですし、城

○７番（中谷和史君）そしたら、先に保健福

祉センターにつきまして、当局のご回答をお

願いいたします。 

○議長（中上良隆君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 
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山台にも公民館、あるいは高野口には産業文

化会館で今やられておるということで、ぜひ

分散の健診なり事業を展開していただきたい。

しばらく保健福祉センターができるまでの間

ですね。そういうふうにお願いしたいと思う

んですが、多少財政難という禁句もあると思

うんですけれども、それは禁句として、部長、

どういうふうにお考えかお伺いします。 

○上下水道部長（井手上治巳君）上水道使用

者の方への料金の影響でございますけれども、

今回の負担増、約４億6,400万円でございます

と、年間約843万円の減価償却費の計上が必要

となりまして、18年度での有収水量754万㎥で

すから、単純計算でいきますと㎥当たり1.1

円の上昇ということになります。料金改定の

際に十分検討してまいりたいと思っておりま

す。 ○議長（中上良隆君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）趣旨はよくわ

かるんですけれども、事業実施には協力医師

とか看護師あるいは保健師等のスタッフが必

要でございます。現在の２カ所でも医師、看

護婦等確保に難渋しているような状況でござ

いますので、それを隅田地域とか城山台地域、

あるいは各地域の地区公民館で実施するとい

うのは、スタッフの面で対応できないと思い

ますので、ご理解をお願いします。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 

○７番（中谷和史君）十分検討するというこ

とは、やはり上げるというご理解になるわけ

ですか。 

○議長（中上良隆君）上下水道部長。 

○上下水道部長（井手上治巳君）検討でござ

いますので、上げる上げないではないです。

検討して適切な料金設定をしたいと考えてお

ります。 

○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 ○議長（中上良隆君）７番、中谷君。 

○７番（中谷和史君）非常に難しいというご

答弁をいただきました。しかし、産みたくな

る橋本市、育てたくなる橋本市ということで

キャッチフレーズにして、日々出産を控えて

おられるわけですから、ぜひ１日も早く改善

していただくことをお願いして、この項を終

わらせていただきます。 

○７番（中谷和史君）ぜひ何とか上がらない

方向でご検討のほうをお願いしたいなという

ふうに思うわけでありますけれども、どこか

で追加負担金の歯どめをかけなければ、住民

負担が未来永劫増大するということの可能性

があり、これはもう看過できる状態ではない

ということであろうかと思います。 

 続きまして、大滝ダムのことにつきまして、

１点だけ再質問を行います。本年３月のご答

弁の中では、水道事業会計の逼迫は、過去の

大滝ダム建設の負担等による減価償却費など

にも起因している云々とありまして、さらな

る追加負担金が発生すると水道料金の住民負

担の増は必定と言えるかと思うということで

ありますけれども、まだ認めておられないわ

けですけれども、もし今回の４億六千何がし

を認めるとすると、水道料金のほうにはどの

ようになるのかお答えいただきます。 

 また、14万4,000人分の水道の水量は確保し

ておるということにつきまして、昨日の先輩

議員の質問に、市長の答弁の中で、企業誘致

先へ橋本市は大量の水の権利を持っておると

いうご答弁もございましたし、また、私が勝

手に思う中では、下流地域の伏流水をお使い

になっておられる各自治体などへの売却をす

るなり、過去に取水権は財産であるというご

答弁もございましたが、そのようなことの施

策についてお考えになっておられるのか、１

点お伺いいたします。 

○議長（中上良隆君）上下水道部長。 ○議長（中上良隆君）市長。 
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〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）中谷議員の質問にお答

えしたいと思います。 

 暫定取水権14万4,000人ということでござ

いまして、これの確保を既にいたしまして、

累計で105億円ぐらいに最終なると思うんで

す。99億円か何ぼですから、４億6,400万円を

プラスしますと相当な大きな金額になってく

るわけでありますが、私も国土交通省へ参り

まして、現物の水で取ってくれということま

でも申し上げました。そんなわけにいかんの

でというようなことで、そうして干ばつ時、

干ばつするときには、渇水期、それは権利を

持っておるところが手本を示して節水せない

かんということですね。伏流水の取っておら

れるところは関係ないわけなんです。非常に

不公平感もあるというようなこともいろいろ

とせんど言ってきたんですけれども、初めは、

あれは長期総合計画で昭和36年か何かで14万

4,000人ということで、当時記憶がありますの

に、１人当たり650リッターという計算で14

万4,000人という計算になったようでありま

すが、非常に水も節約されて飲まんようにな

ってきたんですな。今現在平均１人当たり350

リッターぐらいの基準になっておるんですけ

ども、我々としては現在毎秒0.3トンしかおよ

そ使ってないということでございますもんで

すから、これを武器にして、企業誘致に和歌

山県で一番水が豊富であるということを県に

強く申し上げ、県もそれが一番魅力だという

ことでございまして、そして、かわりに周辺

の河川改修、水の循環する場合の戻しの河川、

これも全部改修が終わっておるわけでありま

すので、非常に安定しておるということの見

地から、水処理の企業も視野に入れながらと

いうことでございますので期待してございま

す。あるいは今後10年以内に高野口へ水を供

給させていただくということも合併協議会の

中でお決めいただいておるわけでございます

が、またやがて未来には広域に伊都郡が一つ

になってくるというようなことがあるかもわ

かりません。そういう場合には順次下へ流し

ていく必要があるんやないかということ等も、

直ちにはまいりませんけども、そういうこと

も考えてみる必要があると思いますので、議

会の皆さんもひとつそういうことも十分視野

に入れてご検討いただけたらと思います。よ

ろしゅうございますか。 

○議長（中上良隆君）これをもって、７番 中

谷和史君の一般質問は終わりました。 

 この際、３時30分まで休憩いたします。 

（午後３時15分 休憩） 
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